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【はじめに】 養護教諭が扱う学校保健上の課題は、アレルギー疾患や慢性疾患などの身体的な疾患のみでな
く、いじめや非行、不登校、薬物乱用や自傷行為なども含めたメンタルヘルスの問題、さらには、突発的な事故
や災害における救急対応など非常に多岐にわたっている。養護教諭には、こうした様々な問題に対処できる、
高い能力が期待されている。しかし、学校に 1人しか配置されない養護教諭は、自分の知識や技術を振り返っ
て確認する機会を得にくく、能力育成が困難である。そこで、本研究では、臨床看護実践能力の育成で用いら
れているクリニカルラダー（臨床看護実践能力習熟段階）を養護教諭に応用し、養護教諭の能力を的確に評価
し、成長につなげるツール（スキルラダー：養護教諭の実践能力習熟段階）の開発を目指す。 
【目的】養護教諭のスキルラダーを開発する。1年目となる2014年度は、スキルラダー案の試作と、一部業務（健
康診断・救急処置）について、ラダーの精錬を行う。 
【方法】研究分担者である中村が開発した養護教諭のコンピテンシー（優れた成果を上げる行動特性）をもとに
以下の方法でスキルラダーの開発を行う。 1)専門家集団によるスキルラダー案の作成：養護教諭のコンピテン
シーをもとに、11の業務（救急処置、健康診断、疾病予防、安全管理、環境衛生、保健教育、健康相談活動、
ケースマネージメント、保健室経営、保健組織活動、自己研鑽）、各 4段階の成長過程（新人期(ステップ 1:S1)
〜熟練期(ステップ 4:S4)）毎に目標設定と到達度を示したスキルラダー案（全体）を作成する。 2)現職養護教諭
によるグループインタビュー：健康診断および救急処置業務のスキルラダー案の感想や能力・技術の表記につ
いて現職養護教諭によるグループインタビューを行い、語られた内容を分析し、スキルラダー案の修正を行う。 
3)専門家集団による案の修正：2）で修正したスキルラダー案について、専門家集団で再検討し、完成させる。 
【結果】現職養護教諭へのグループインタビューおよび専門家集団による検討を複数回ずつ実施し、2業務の
スキルラダー案を精錬した。健康診断のスキルラダー：到達目標は、S1「指導者や教職員の指導を基に健康診
断を運営することができる」などの 2項目、S2「養護教諭として主導的立場で健康診断を実施できる」などの 2項
目、S3「潜在している健康課題を見いだすことができる」などの 2項目、S4「健康診断の結果から子どもたちの課
題を見つけ地域保健と協働できる」の 1項目となった。到達度は、S1「健康診断の結果から子どもと保護者に受
診勧奨ができる」などの 12項目、S2「健康診断の結果から子どもたちの健康課題を説明できる」などの 9項目、
S3「健康診断の結果から集団の健康状態を社会的背景も絡めて説明できる」などの 5項目、S4「子どもたちの健
康課題と地域の健康課題を絡みわせて地域保健担当者と協働した働きかけを計画し実施できる」などの 2項目
となった。救急処置のスキルラダー：到達目標は、S1「基本的な救急処置ができる」などの 3項目、S2「来室状況
を分析し、いじめ・虐待・心因性の有無を判断できる」などの 2項目、S3「教職員や保護者を巻き込み、事故予
防対策がとれる」の 1項目、S4「事故予防に学全全体が主体的に取り組む体制を作る」の 1項目となった。到達
度は、S1「保健室で対応可能な基本的な救急処置ができる」などの 21項目、S2「発生した事故・疾病に対して
子どもに事故予防の指導をする」などの 14項目、S3「事故の管理体制を分析し根拠を持って改善案が言える」
などの 4項目、S4「緊急の対応が集団で発生した場合、適切に対応できる」などの 2項目となった。 
【考察】ラダーの項目についての修正意見は、現職養護教諭、専門家集団ともにそれほど多くは出されなかっ
た。しかし、養護教諭の能力評価をスキルラダーで行うことについて、一部の現職養護教諭から質問や意見が
出されることがあった。教育職であり、しかも１人職である養護教諭にとって、実践や能力の評価は馴染みがなく、
これまであまり行われてこなかったことが影響していると考えられる。今後は、養護教諭の能力形成についての
現職養護教諭の現状や考え方を踏まえつつ、スキルラダーの周知を図る必要があると考える。 
【学会発表の状況】第 16回日本学校保健学会学術大会(2014,金沢)で発表。The 6th international conference 
on community health nursing research(2015, Seoul, South Korea)で発表予定。 
